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平成 26 年度 「仙台市確かな学力研修委員 中学校理科部会」提案授業 

第 2学年 理科学習指導案 

 

日  時 平成 26 年 12 月 4 日（木）      

指導学級 仙台市立長町中学校 2 年 1 組 37 名 

指 導 者 教諭 青沼 一岳          

指導教室 第 3 理科教室            

 

１ 本授業における提案 

本授業における提案 

土と水のあたたまり方や冷え方の違いを認識させ，大気の動きを関連付けて冬の季節風のしくみ

について説明できるようにする指導の工夫 

 

【提案１】簡易な自作実験装置を用いて，温度差により大気の流れが生ずることを視覚的にとらえ 

させ，季節風が生じる原因を見いだすことができる指導の工夫。 

【提案２】演示実験（砂と水を冷却する実験）から季節風が生じる原因についての仮説を見いだし，

生徒がはっきりとした目的意識を持って実験を行い，課題を解決していく指導の工夫。 

 

２ 単元名  「天気とその変化」 

 

３ 単元について 

（１） 単元の目標 

  身近な気象の観察，観測を通して，気象要素と天気の変化との関係を見いだせるとともに，気象

現象が起こる仕組みと規則性についての認識を深める。 

 

（２）指導計画（２４時間） 

第１章 気象の観測      （５時間） 

第２章 前線のまわりの変化  （５時間） 

第３章 大気の動きと日本の天気（６時間）  （本時２／６時間） 

第４章 雲のでき方と水蒸気  （８時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準 

１ ・「課題」日本列島付近の大気

の動きは，どうなっているの

か，話し合う。 

・日本の上空には 1 年を通して

西から東へ偏西風が吹いて

いることの説明を聞く。 

・地球をおおう大気の層が地球の大

きさと比べて大変うすいことを確認

させる。 

・大気の動きについて，関心をもって

説明を聞いたり話し合ったりしてい

る。【関心・意欲・態度】 

・日本列島周辺の上空には，常に偏西

風が吹いているため，日本列島周辺の

天気は西から東へ変わることが多い

ことを理解している。【知識・理解】 

２ 

 

本 

時 

 

・季節風のふく原因について，

実験などを基にして考察す

る。 

・演示実験を通して，土と水のあた

たまり方（冷え方）の違いを確認さ

せる。 

・実験を通して，空気の動きから季

節風が吹く仕組みを考えさせる。 

・実験・観察の結果から季節風が吹く

仕組みについて説明することができ

る。【思考・表現】 

３ ・冬の天気の特徴をまとめ，発

表する。 

・冬の天気の特徴は，シベリア

高気圧の影響を受けている

ことについての説明を聞く。 

・冬の天気は冷たく乾燥したシベリ

ア高気圧の影響によるものであるこ

とに気付かせる。 

・日本列島付近での冬の天気の特徴を

指摘できる。【知識・理解】 

・冬の気圧配置を西高東低の冬型の気

圧配置ということを説明できる。【知

識・理解】 
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４ ・春と秋の天気の特徴をまと

め，発表する。 

・つゆ（梅雨）と秋雨は，気団

の境目にできる停滞前線に

より起こることを推定する。 

・春と秋は移動性高気圧と低気圧が

交互に並んで西から東に動いていく

ために，天気は周期的に変わること

に気付かせる。 

・春と秋の天気の特徴を，移動性高気

圧と温帯低気圧が交互に通過するこ

とと関連付けて説明できる。【知識・

理解】 

・梅雨前線を，その南北の気団の違い

から説明できる。【思考・表現】 

５ ・夏の天気の特徴は，太平洋高

気圧の影響を受けているこ

とについての説明を聞く。 

・台風の定義と構造について説

明を聞く。 

・台風の進路が偏西風と太平洋高気

圧の成長，衰弱と関わっていること

に気付かせる。 

・夏の天気の特徴について，太平洋高

気圧や小笠原気団と関連付けて説明

できる。【知識・理解】 

・台風の定義や構造について説明でき

る。【知識・理解】 

６ ・これまでの学習内容を用い

て，天気予報を作成する。 

・結果を検証する。 

・天気を予想できるように情報を提

示する。 

・天気の変化を予測しようとしてい

る。【関心・意欲・態度】 

・天気を予測できる。【技能】 

 

４ 指導に当たって 

（１）提案の概要とその理由について 

  「仙台市標準学力検査中学校理科第３学年」の結果より，本単元内容の「気圧配置と風向の関係

を問う設問」では，冬に特有の季節風について，正答率が 30.2％にとどまっており，誤答の中に正

答を上回っている選択肢があった。その要因として，既習の知識を活用して考察する力や日常生活

との関連で考える力が不足していることが考えられる。 

  指導改善のポイントとして，季節に特有の気圧配置が生じる理由を説明できるようにすることが

求められる。季節風が吹く理由を答える設問では，冬に吹く季節風の原因が冬特有の気圧配置にあ

ることを理解しているかどうかが重要である。また，そのような気圧配置になる原因が，大陸と海

洋のあたたまり方（冷え方）の違いにあることを見いだし，温度変化と気流や気圧を関連付けて考

える力を育成することを目指し，本学習指導の提案に至った。 

 

（２）単元（題材）について 

小学校では，第３学年で，「太陽と地面の様子」，第４学年で，「天気の様子」，第５学年で，「天気

の変化」について学習している。 

ここでは，身近な場所で気象観測を継続的に行わせ，その観測記録や資料を基に，気象要素と天

気の変化の関係を見いださせ，天気の変化が主として大気中の水の状態変化と大気の動きによって

引き起こされていることを理解させるとともに，日本の天気の特徴をとらえさせ，気象現象の起こ

る仕組みと規則性についての認識を深めることが主なねらいである。その際，気象についての過去

の経験や気象観測などの体験的な活動，日常生活や社会と関連付けた学習を通して気象に関する興

味・関心を高め，様々な気象現象について自ら探究しようとする態度を育成することが大切である。

また，気象とその変化に関する基礎的・基本的な知識や観測技能を習得させ，観測記録や資料など

を分析して解釈させたり，レポートの作成や発表を行わせたりすることにより，思考力，表現力な

どを育成する。さらに，それらの活動を通して時間概念や空間概念を形成し，気象現象が起こる仕

組みと規則性についての見方や考え方を養うことが大切である。 

 

（３）生徒について 

  ２年１組生徒の理科学習に関する意識調査を行った。意識調査の結果，理科が好きだと答えた生

徒の割合 78％と非常に高く，実験・観察に対しても好きだと答えている生徒の割合は 80％を越え

高い。理科的事項に対する興味・関心は高く，全国的に見られる理科に対する拒否傾向や理科嫌い

の傾向はあまりないように思う。また，天気は日常生活と深く関わっていることから天気予報を見

たり，天気を調べたりすることを好きだと答えている生徒の割合は 70％越えていた。一方で，日本

の天気の特徴やそのしくみについては約 70％の生徒が知らないと答えている。 

本単元においては日常生活と気象現象との関わりの事例や実験・観察を通して，気象現象の仕組

みについて理解させたい。 
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５ 本時の学習 

（１）本時の主題  「冬の季節風の仕組みを調べる」 

（２）本時の目標 

実験・観察を通して，季節風が吹く仕組みについて説明することができる。【科学的な思考・表現】 

（３）学習指導過程 

段階 学習内容＜□生徒の反応＞ 指導と支援の手立て 評価 

導入 

5 分 

１冬の日本付近の天気図を見る 

・高気圧・低気圧の確認する 

２冬の日本付近の雲画像を見る 

 □毎年同じような雲のパターンができる。 

 □冬には，大陸から日本列島に向かって北西の風が吹く。 

・既習事項の確認を含

める。 

・数年分の冬の日本付

近の衛星雲画像や天

気図を提示。 

 

展開 

40 分 

 

 

３日本列島と日本の冬の様子を振り返る。 

（3-a）日本列島の地理的特徴は何か。 

 □島国  □南北に長い  □大陸と海の間  

（3-b）毎年，冬になるとどんなことが起きるか。 

 □寒くなる     □日が短くなる 

 □北風が強くなる  □空気が乾燥する 

 

４大陸と海が冬になると受ける影響について考える。【提案２】 

【実験１】砂と水の冷え方の違いを確かめる。（演示・資料） 

 ・砂は水より温度が下がりやすい。 

・冬になると大陸は海より冷え，温度差が生じる。 

  （夏になると大陸は海より温まり，温度差が生じる。） 

 

５空気の温度差による空気の動きについて調べる。【提案 1】 

（予想）箱のなかに温度差があると，箱の中の様子（空気）はどの

ようになると考えられるか。（図示させる） 

 □温かいところは上に，冷たいところは下に動く。 

 □循環する。 

【実験２】温度差による空気の循環の再現実験 

 ・温かいところでは空気が上昇する→低気圧 

 ・冷たいところでは空気が下降する→高気圧 

 ・地表では冷たいところから温かいところへ空気が動く。 

 

６冬の日本付近に北西の風が生じる理由を考える。 

・これまでの学習事項や実験の内容を踏まえて考える。 

・班毎に話し合い活動を行う。 

・話し合ったことをもとに発表（説明）する 

 

７ 日本付近の冬の天気の特徴の説明を聞く 

・冬の季節風と日本海側の天気の特徴の原因を知る。 

 

 

・意見を発表させなが

ら，日本列島が大陸と

海の間にあり，冬にな

ると冷えることを確

認する。 

 

 

・演示実験 

 砂を入れた容器と

水を入れた容器を冷

凍庫に入れ冷え方の

違いを確かめる。 

 

 

・生徒に，予想を図示

し説明させる。 

 

・煙の様子を十分に観

察させながら，温度差

による空気の動きや

保冷剤，湯たんぽ部分

の空気の流れに気付

かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・季節風の

しくみを

説明する

ことがで

きる【思

考・表現】 

終結 

5 分 

学習のふりかえり 

 気づいたこと，授業の取組の自己評価 

  

◇準備物 

【実験１】冷蔵庫，ビーカー（容器），砂，水，温度計，小ホワイトボード 

【実験２】保冷剤，湯たんぽ，段ボール箱，線香，ＬＥＤライト，マッチ 

【全 体】実験計画書，テレビモニタ，ＰＣ，ホワイトボード 

 

冬の日本付近に北西の風が吹くのはなぜだろうか。 
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（４）評価の観点 

実験・観察の結果から季節風が吹く仕組みについて説明することができる。【科学的な思考・表現】 

 十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 支援を要する生徒の支援（Ｃ） 

科学的な

思考・表現 

土や水の冷え方の違いや空

気の動き方から，「高気圧」「低

気圧」「ユーラシア大陸」「太平

洋」を関連させて考え，季節風

がふくしくみについて説明す

ることができる。 

土や水の冷え方の違い

や空気の動き方から，

季節風が吹くしくみに

ついて説明することが

できる。 

・土や水の冷え方の違いや空

気の動き方を理解させる。 

・実験装置の中の空気の動き

が風の動きであることを理

解させる。 

 

（６）板書計画 

実験  温度差による空気の動きを調べる 

準備物 砂，水，ボウル，温度計，冷蔵庫 

保冷剤，湯たんぽ，線香，箱，ＬＥＤライト 

【実験１】砂と水の冷え方を調べる 

１ボウルに砂と水を入れ温度を調べる。 

２冷凍庫に入れた後の温度変化を調べる。 

【実験２】温度差のあるところでの空気の動きを調べる 

１保冷剤，湯たんぽを箱の中に置く。 

２箱の中に線香の煙を入れ，空気の動きを見る。 

 ３保冷剤と湯たんぽの位置を変える。 

 

◎日本の地理 

・島国 

・南北に広い 

◎日本の冬は 

・雪が降る 

・乾燥している 

◎実験１の結果 

時間 砂・大陸 水・海洋 

０   

    

    

 冷えやすい   にくい 

◎実験２の結果 

 

 

 

  

 

 

●結論 

冬の日本列島付近では 

大陸から海（太平洋）に向か

う北西の季節風が吹く 

  補助板書（ホワイトボード） 

冬の天気図 

 

 

 

冬の気象衛星画像 

 

 

 

 

 

【実験１】大陸と海の冷え方のちがい 

大陸（砂・土）＝冷えやすい 

海（水）＝冷えにくい 

【実験２】温度差による空気の動き 

 冷たい 下降気流 高気圧（大陸） 

 温かい 上昇気流 低気圧（海） 

 大陸（冷たい）→海（温かい）  

 

（６）参考文献・資料（ｗｅｂ等も含む） 

  ・天気図，気象衛星画像（日本気象協会過去天気 http://www.tenki.jp） 

  ・季節風が吹くのは？ ＮＨＫ for school 

（http://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005301482_00000&p=box） 

・風と大気の循環（北海道立教育研究所附属理科教育センター） 

（７）実験器具について 

  計測機器等を除き，なるべく生徒の生活の場において手に入れられるような身近なものを扱うこ

ととし，器具の加工等も可能な限り行わないで実験や学習に取り組めるよう配慮した。 

器具名 商品名 取扱店 単価 規格 

ライト プッシュライト４ＬＥＤ ダイソー 108 円 単４乾電池 3本使用 

プラケース 硬質カードケース B4 サイズ ダイソー 108 円 38.0×26.5 ㎝ 

保冷剤 クールメイト 500 ダイシン 185 円 22.0×14.0×2.0 ㎝ 

湯たんぽ 湯たんぽ C29 ダイソー 108 円 容量 135ml 

冷却スプレー ミカサコールドスプレー（冷却剤） タカハシ運道具店 550 円 420ml 

 

【今日の課題】 冬に北西の風がふくのはなぜだろう？ 
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※ワークシート（記入見本） 

ＮＯ． １３            理科実験計画書  

実験日   26 年   月   日（   ）    年   組（   ）氏名 

天気とその変化 第２章 Ｐ２１２ 実験 － 第 ３ 理科室 

     班 実験スタッフ 

 

▼実験の目的： 大気の温度差による空気のうごきを調べ，冬の季節風が吹く仕組みを調べる 

▼実験準備物： 砂，水，ビーカー，温度計，冷蔵庫 

        保冷剤，湯たんぽ，線香，箱，ＬＥＤライト，マッチ 

■実験の方法 

【実験１】 砂と水の冷え方を調べる（演示） 

１ ビーカーに砂と水を入れ温度を調べ，冷凍庫に入れる。 

２ 数分後の砂と水の温度を調べ，温度変化を調べる。 

【実験２】 温度差のあるところでの空気の動きを調べる 

１ 保冷剤と湯たんぽを右図のように箱の中に置く。 

２ 箱の中に線香の煙を入れ，空気の動きを観察する。 

３ 保冷剤と湯たんぽの位置を入れ替え，２と同様に空気の動きを観察する。 

※空気の流れを見やすくするために，LED ライトを箱内に設置する。 

▼実験上の注意  湯によるやけどに注意。線香の火の扱いに注意する。 

■結果の予想とその理由 

【実験１】 砂と水の冷え方に違いは見られるか。 

 

 

 

 

 

 

【実験２】 線香の煙の様子はどうなるか（図示しよう）。 

 

■実験の結果とその考察 

【実験１】の結果 

時間 

(分) 

砂 

(大陸) 

水 

(海洋) 

０   

   

   

 

 

 

【実験２】の結果 

箱の中の空気の移動 

（空気の動きを図示する） 

■結論 

冬の日本列島に北西の風がふくのは… 

 

 

■授業を終えて 

実験で気付いたこと 実験の反省と感想 

 


